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・はたらく大人と出会う会～子ども支援専門の国際NGO～

3月の「はたらく大人と出会う会」は、特定非営利活動法人ワールド・ビジョ
ン・ジャパン支援事業部開発事業第１課国内子ども支援チームの高橋布美子
さんと山下愛子さんをお迎えし、今回も豊かな交流の時間となりました。
山下さんからお言葉をいただきましたので、掲載いたします。

今回のお話を頂いたとき、当初は13年務めた教員を辞めた自分、その後しば
らくの～んび～りしてた（し過ぎた）自分、新しい職場（しかもかなりの畑違
い）に入りたての自分に、いったいどんな話ができるのか、情けない話しかで
きないだろうなと思いました。迷いながら始めた準備の中で、せっかくだから
自分がしてきた授業を少し取り入れてみようと、押し入れの奥にしまっていた
教材を引っ張り出してみました。次第に思い出したのは、自分は決して勉強
（社会科）のできる優秀な先生などではなく、「とにかく社会科を楽しんでい
ることを伝えよう」と授業をしていたことでした。また、久しぶりの“授業準
備”にワクワクしている自分にも気が付きました。そして当日、正直に言うと夢
中で喋った結果あまりよく覚えていないのですが、私自身楽しい時間が過ごせ、
皆さんにも喜んでもらえたようでした。終わってみてやはり実感したのは、
「自分で自分に自信が無くても、とにかく夢中になってやり切る。最終的に誰
かがどこかで認めてくれて、それが一周回って自分にも返ってくる。これが私
にとっての「仕事」だった」ということでした。
まごころドーナッツの皆さんと出会いお話させていただいたことで、「教員

だった自分もこうしてみると、悪くなかったかもな」と、過去の自分を認めて
あげられたような気がします。本当にありがとうございました。これからも皆
さんにとってもたくさんの良い出会いがありますように。

山下愛子

・活動報告会を開催しました

3月15日（水）みらいステップなかの10階にて初めての活動報告会「ここから！まごころドーナッツ」を行いました。日頃
お世話になっている地域の方々、関係機関や中野区の職員の方々にもお越しいただき、感謝の気持ちを込めてお礼とご報告、
また私たちのこれまでの歩みとこれからについてトークディスカッション形式でお伝えしました。

メンバーと一緒に決めた「これがまごころドーナッツだ！」というスローガンを胸に、メンバー・スタッフ一丸となって頑
張りました。緊張や不安の中、至らぬ点も多々あったかと思いますが、まごころドーナッツのリアルを知っていただけたので
はないかと思っております。本番当日までみんなで力をあわせて準備し、自分やまごころドーナッツについて地域社会に発信
したことは、メンバーたちにとって大きな経験となりました。ご来場くださった皆様、誠にありがとうございました。

（スタッフ一同）

≪当日ご参加頂いた方々のアンケートの一部です≫
〇日頃のスタッフさんとメンバーさんとのやりとりが見える

ようで、まごころドーナッツのことをより知ることが出来
た。

〇スタッフとメンバーの距離が近く、フリースペースを一緒
に作り上げている様子が伝わりました。

〇まごころドーナッツが「自分の場」「自分たちの場」に
なっているんだなと感じられました。

〇「開かれた居場所」、「社会と繋がる」を体感しました。
〇お互いを尊重し合い、自分らしくいられる場は貴重ですね。

心に沁みました。豊かなステキな活動をされているな～と
心が温かくなりました。

〇まごころドーナッツにいる人、関わる人がみんな主体的に
いるなと感じました。

〇活動拠点という言葉がとてもしっくりきました。
〇リアルなお話・写真・映像からより一層理解が深まりまし

た。子どもが利用してくれると嬉しいです。



【所在地】 〒164-0011 東京都中野区中央1-41-2
中野区子ども・若者支援センター（愛称：みらいステップなかの） 4階
東京メトロ丸ノ内線・都営地下鉄大江戸線「中野坂上」駅A1出口から徒歩2分

【電話】 03-5937-3664
【開所時間】 火曜日から土曜日（祝日、年末年始を除く）11:30～19:00

※毎月2回、不定期で閉所日があります。

まごころドーナッツ

プログラムスケジュールや最新情報は、HPにてお知らせしていきます。➡

中野区若者フリースペース

皆様、こんにちは。lol chaosです。読み方は、ロル・ケイオスです。lolは、泣き顔の顔文字ではありませんからね(⋈◍＞◡＜◍)。✧♡
まごころドーナッツには、大きく分けて2つの利用方法があります。それは、フリータイム利用とプログラム参加です。フリータイム利

用は、プログラムの有無に関わらず、利用者が思い思いに過ごす利用方法です。プログラム参加は、予め決定されているプログラムの時間
内にプログラムへ参加する利用方法です。

私が実際に行った過ごし方の実例を紹介しますね。実施された順番ごとに、書きますよ。

【オープンプログラム ～コミュニケーションゲーム～】（実施日／2月8日）
当初は、参加する予定でした。しかし..このプログラムが始まる直前に、行きつけのお店を改めてネット検索していました。検索後の画

面に書かれている口コミが、目に入りました。すると、それらの口コミに対して夢中になってしまいました...それから、私がこのプログラ
ムに参加することはありませんでした。

ちなみに、このプログラムでは、ジェスチャーゲームを実施していました。決めたお題を身動きだけで表現して、見ている相手にお題が
何かを当ててもらうゲームです。私は、プログラムには参加しないで、そのプログラムを時折横から見ていました。このような過ごし方も
ありますよ。

【オープンプログラム ～ペーパークラフト～】（実施日／ 3月4日）
当初から、参加する予定はありませんでした。このプログラムでは、その名の通り、ペーパークラフトを実施していました。このプログ

ラムが終わると、動物・甲冑・宇宙にまつわるものが出来上がっていました。

【テーマトーク「恋愛」】 （実施日／ 3月9日）
当初は、参加するかどうかを決めていませんでした。そのため、様子を見ながら、参加するかどうかを決定することにしました。結果と

して、最後まで参加していました。
このプログラムでは、話題を挙げたら、その中から選択された話題について話し合いました。その後、理想のタイプ（あくまで理想）や

個別の悩みなどについても話し合い、プログラム終了後も恋愛についての話が続いていたそうです。
1人1人に差異があり、面白かったです。それだけでなく、対人関係における大切そうなエッセンスが垣間見えたり、恋愛にまつわる思い

出を思い出して懐かしかったりもしました。

【Conatus Laboratory「主観と客観」】 （実施日／ 3月31日）
当初から、参加する予定でした。とはいえ、積極的な参加ではなく、様子を見る程度の参加から始めようかと考えていました。
このプログラムでは、最初に主観や客観とは何かを考えることから始まりました。「主観と客観」という命題が、難しいものだったんで

すね。特に、客観という言葉の意味が難しく、定義づけを行うことにしました。最終的に、具体的なエピソードについてや個別の悩みにつ
いて話し合いました。

このプログラムに参加して分かったのは、皆が感性豊かな認知や思考を高い頻度でしているということです。私自身は普段しないことで
したから、こうしてまた知らない世界に出会うことができました。

それでは、ここで失礼いたしますね。
どのようなところか気になったら、まごころドーナッツを見に来てみてください。

[the_c.f.] lol chaos

・メンバーの声

・今年度もよろしくお願いいたします

週5日開所に事業拡大してから2年目となる年度がスタートしました。事業拡大が昨年6
月だったため、この形で年度初めを迎えるのはこれが初回となります。「2年目だけど、
まだ1周目」という、少し不思議な感覚で過ごしております。

まごころドーナッツの登録メンバーにも進学や就職など新たなステップへと進んだ人
がいます。また、4月に入ってから登録して定期的に来所するようになったメンバーも数
名いて、まごころドーナッツ内にも新たな年が始まった空気感があります。慣れ親しん
だ空気が新しいものに変わってゆく、少しさびしいような、そして少し緊張して気持ち
が引き締まるような、そんな感覚をメンバーたちと共有しています。

今年度は、さらに多くの人にまごころドーナッツを知っていただき、利用者増加やさ
らなる活動の広がりを目指していきたいと思っております。メンバーたちからも「もっ
とこうしたら利用者が増えるんじゃないか」「こんな発表の場があるといいよね」など、
いろいろなアイデアが出ています。昨年みんなで作ってきた良いものを継続しながら進
化していきたいですね！今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

（統括責任者 田中亮太）


